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 第 1 章では，我が国の肉用牛生産の現状と課題についてとりまとめ，生産コスト低減の
ために肥育期間の短縮が有効であるが，一般的な肥育方法による場合と比べて短期肥育で
は肉量や肉質が劣ることが課題となっていることを指摘し，本研究での目的を示している。
 第 2章では，6か月齢で肥育開始し 24 か月齢で出荷する短期肥育において，肥育前期に
タンパク質飼料を補給する効果について検討した。その結果，反芻胃内分解性の低い加熱



















 第 5 章では，本論文での飼養試験成績および過去の試験成績を統合解析し，タンパク質
補給や発酵 TMR 給与などの飼料給与技術によって短期肥育でも慣行的な肥育の場合と同等
の肥育成績と肉質が得られることを示すとともに，生産費の試算を通じて収益が向上する
ことを示した。このように本論文は，短期肥育での飼料給与技術に関して，２つの飼養試
験に基づいた実証的な知見を提供するともに，採食行動の観察を通じた飼料摂取の解析や
消化生理に基づく適正飼料の解析を行い，有用で科学的な知見も示している。 
 以上，審査の結果，本論文の著者は博士（農学）の学位を授与される十分な資格がある
ものと認められる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
